
　ACAE（アルカジア建築教育委員会）は、各国の大学の建築教育
やインターンシップなどに関わる委員会で、第44回アルカジ
ア建築教育委員会は2025年1月14日㈫10：00～18：00 に開催
された。委員会には加盟22ヵ国中15ヵ国が参加し、そのうち
オンライン参加は3ヵ国であった。主要な議題は各国の代表か
らのカントリーレポートで、おおむね共通なテーマは、組織体
制、大学の建築教育への貢献、教育認定の概要、建築士資格の
国際対応、研究・教育プログラム、講演会・セミナー、ワーク
ショップ、国際会議・国際交流、研修、学生コンペ・ジャンボ
リー、出版、展示、将来計画などであった。またACAEの目標

　ARCASIAの 職 能 委 員 会（ACPP: ARCASIA Committee on 

Professional Practice）は、アジア地域の建築家の実務に関する課
題やベストプラクティスを検討し、各国間の協力と調和を促進
することを目的としている。
　ARCASIA FORUM 22全体のテーマは“Polymathic Excellence: 
Crafting Narratives, Designing Tomorrows”であり、ACPPの会合
もこのテーマに沿って、未来の建築実務の在り方や多様な視点
を取り入れたデザインの可能性についての議論が行われた。
　BIMによる確認申請にいち早く取り組み設計プロセスのデ
ジタル化を推進するシンガポールの建築家であるCK Lim氏は、
AI（人工知能）と建築の融合に関する講演を行い、AIが建築設計
プロセス、建設方法、そして建築環境の機能性に革命をもたら
す可能性について言及した。具体的には、AIのデータ分析能
力がデザインの効率性と持続可能性を高め、創造性を促進し、
建設プロセスの合理化、コスト削減、安全性の向上に寄与する
ことが強調された。さらに、AIを活用した空間は、居住者に

■参加者
　�佐藤尚巳会長、国広ジョージ元ARCASIA会長、
　竹馬大二国際委員長、新居照和ACGSA委員、
　柳澤要ACAE委員、櫻井伸ACSR委員、伊藤友紀ACYA委員

■テーマ
　Polymathic Excellence: Crafting Narratives, Designing 
　Tomorrows

■会場
　B.M.I.C.H（バンダラナイケ記念国際会議場（コロンボ））

ACAEの様子

ACPPの様子

ARCASIA Forum 22は、2025年1月14日から18日にかけてスリ
ランカのコロンボで開催された。本フォーラムは、アジアの建築家
が一堂に会し、建築と環境に関する最新の知見を共有する場として
2年に一度開催されている。JIAからは、佐藤会長、竹馬国際委員長、
新居AGSA委員、柳澤ACAE委員、櫻井ACSR委員、伊藤ACYA委
員が代表団として参加。また、国広元ARCASIA会長もフェローと
して参加された。
今 回 の テ ー マ は、“Polymathic Excellence: Crafting Narratives, 
Designing Tomorrows”であり、持続可能性や包括性を重視した建
築の役割を再定義することを目的とした。会期中には基調講演やパ
ネルディスカッション、ワークショップが実施され、最新のデザイ
ン動向や革新的な取り組みが発表された。また、スリランカの文化
や建築遺産を紹介するツアーが企画され、各国の多様な文化を称え
るフレンドシップナイトも開催された。

今号と次号の2号にわたって、JIA国際委員会からの
ARCASIA Forum 22の参加報告を掲載します。

の確認（各国のACAEの協力促進、ARCASIAの枠を超えた活動の展
開、アジアの建築教育への貢献）、今後の活動・スケジュール確
認もなされた。　 （やなぎさわ かなめ／千葉大学）

パーソナライズされた体験と最適化された快適性を提供する可
能性があると述べた。また、参加国からは、AIの普及とそれ
が及ぼす実務上の課題や各国のAIによる設計の普及状況が発
表され、AIと共生する設計方法論について引き続き情報共有
を行うことが確認された。 （ちくば だいじ／日建設計）
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　2025年1月14日にコロンボで開催されたARCASIA大会では、
「AIイノベーションによるカーボンニュートラリティ達成のた
めの統合—カーボンキャプチャーおよび貯蔵技術の進展による
持続可能な未来」がテーマとなり、AI技術を活用した環境問題
解決の進展について議論が交わされました。各国の事例紹介と、
シンガポールや中国、インドがCCS技術でリーダーシップの
発揮が期待されること、AI導入の利点と課題が議論されまし
た。また、AI技術の導入には慎重なアプローチが必要であり、
技術格差や倫理的配慮への対応が求められました。最後に、脱

　2025年1月14日からスリランカ・コロンボで開催された
ARCASIA FORUM 22のACSR（建築家の社会的責任）委員会に
参加した。委員会には18か国の委員が参加した。
　委員会の冒頭“Charter on Social Responsibility 2024 Revision1
（ACSR憲章）”の策定に際しての経緯と内容説明があった。今回
の改訂は2015年に発行された最初の憲章の改訂と位置付けられ
ている。これまでACSRで議論されてきた災害・孤立したコミュ
ニティ・ユニバーサルデザイン等、多くの諸問題に対する建築
家の責任についての提言が収められている。この憲章は1月15、
16日に行われた理事会の中で承認され、今後、ARCASIA加盟
国の建築家協会にも幅広く共有が進められていく。
　委員会では“Marginalized Community（疎外されたコミュニ
ティ）”について参加各国から報告が行われた。内容は各国の
置かれた状況により、災害復旧、過疎化、街区の老朽化、難
民問題等、幅広い内容で行われた。JIAからは私が所属する久

　若手建築家委員で構成されるACYA委員会は、14か国が現地
参加、1か国がオンライン参加し、2部形式で開催された。
　第1部：カントリーレポートでは、前年の若手建築家に関す
る活動を各国が報告した。建築士資格の新規取得者数、講演会、
展覧会、スポーツ大会、女性建築家の奨励活動のほか、台風被
害のための義援金活動等が報告された。日本が発表した国内活
動のうち、寺院での学生ワークショップ事例や建築家と僧侶の
トークイベントは、仏教徒が多いメンバー国には新鮮に映った
ようで反響があった。
　第2部：国家間コラボレーションの提案では、国際ウェビ
ナーの順次開催、各国8名 (4若手建築家×4学生 )を1ユニットと
した交流ワークショップ等が発案された。
　結論として、1.協会間のコラボレーションは、ACYAの根

ACGSAオンライン参加者と仲間たち

ACSRのメンバー

ACYAのメンバー

炭素社会に向けたガイドブック作成とアイデアコンペが提案さ
れ、今後の活動方針が確認されました。
 （にい てるかず／新居建築研究所）

米設計で行った逗子の「旧本多邸」の改修について「建築家の
保存への取り組みとコミュニティの参画」という視点で発表を
行った。「Universal Design/Wellness Design」についても議論を
行う予定であったが、最初のトピックにおける議論が予定時間
を大きく超え、次回のACSRへ持ち越しとなった。
 （さくらい しん／久米設計）

幹を為し 2.二国間でもACYA全体でも行うこと 3.本会議で議
論された全計画を実行に移すよう努め 4.若手建築家のエンパ
ワーメントは出席者全員の共通目標である、と記した覚書を作
成した。 （いとう ゆき／伊藤友紀建築研究所）

建築家の社会的責任委員会（ACSR）
櫻井 伸（JIA国際委員会ACSR委員）

次世代委員会（ACYA）
伊藤友紀（JIA国際委員会ACYA委員）
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　今回のARCASIA Forum 22には加盟する22カ国のうち19カ国
が参加して行われ、組織運営について協議を行う理事会は1月15
日と16日の2日間にわたって国際会議場であるBMICHで開催さ
れた。1日目は規約の改正、新規会員の承認、会費未納会員の対
応などのアドミンマターの協議と各国の近況発表等が行われる。
今回はカンボジア（AAK）とモルジブ（AAMmv）がARCASIA加盟
の申請を行い全会一致で承認された。これによりARCASIAの加
盟国は24カ国になる。また各国の発表はゾーン別のテーマに沿っ
て行われた（ゾーンA（南アジア）はESG、ゾーンB（東南アジア）は
SDGs、ゾーンC（東北アジア）はAI）。JIAからはAIによる製作物

前号に続いて、JIA国際委員会からのARCASIA Forum 22の参加報告を掲載します。

の著作権についてその留意事項をま
とめて発表を行った。
　理事会の2日目は、最初にフィリピン建築家協会（UAP）から
昨年度フィリピン・ボラカイ島で開催されたACA20、続いて
韓国建築家協会（KIRA）から来年度に韓国・仁川で開催予定の
ACA21の概要報告があった。次にTOY2024（アルカジア論文賞）、
AAA2024（アルカジア建築賞）、Architecture Asia Magazine（アル
カジア季刊誌）の報告があった。続いて各委員会（ACAE、ACPP、
ACGSA、ACSR、ACYA）の委員長から活動報告があった。
　午後は会長と各委員会の委員長・副委員長の選出、再来年度の
Forum23の開催地の決定があった。最後に事務局から会議の決
定事項の確認があり、会長のSaifuddin Ahmad氏から閉会の辞で
閉会した。 （ちくば だいじ／日建設計　やなぎさわ かなめ／千葉大学）
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　ARCASIA Forum 22の2日間の主要イベント、カンファレンス
プログラムの4つのセッションと、2日目の9つのパラレルセッ
ションを報告します。
　セッションのテーマ「多才な卓越性：物語を紡ぎ、明日をデザ
インする」では、建築、技術、持続可能性、文化的アイデンティ
ティに関する多様な議論が行われました。朝のセッションAでは、
Ar. Caroline Bosが都市問題をコミュニティベースに建築を展開す
ることを紹介し、Ar. �omas SpiegelhalterはAIの建築分野への応
用について深い洞察を示しました。彼は、建築家が消費を促進す
る役割に疑問を投げかけ、建築が持つ社会的責任について触れま
した。Ar. Ishtiaq Zahir Titasは「グローバルな人間であり、ローカ
ルな建築家であれ」という言葉を引用し、地域密着型の持続可能
なデザインの重要性を強調しました。
　午後のセッションBでは、Ar. Eran Chenが施主とチームの力・
法律を駆使し、ダイナミックな形態の都市建築がつくる共有空間

を紹介しました。Ar. Onur Tekeは
小規模プロジェクトが社会に与え
る影響力を語り、ハイテクと手描
きや模型を組み合わせた手法の魅
力を示しました。Ar. Welandaweは
「アンチグローバリズム」を掲げ、
ローカルな材料で新しい表現を目

　ARCASIA Forum 22は、スリランカの首都コロンボで昨年10
月に開催を予定されていたが、現地の大統領選の投票日と重なっ
たことから、恒例となっている選挙後のストライキなどの騒動を
予想して、急遽2025年1月に開催されるという異例の状況下で
開催された。会場も郊外のジェフリー・バワ建築として名高いカ
ンダラマホテルから市内の会場に移されたが、ARCASIA各国の
参加者による組織としての協調性が功を奏して、例年と変わらず
和やかな雰囲気で大会が運営されたことはホスト団体であるスリ

指しながら社会性をもたらす建築を示しました。Ar. Gurjit Singh 
Matharooは限られた資源・材料を効果的に活用し、彫刻的な要
素を取り入れたユニークな建築を提案しました。また、セッショ
ンCで、David Saladikは社会的に弱い立場の人々、コミュニティ
に入り、さまざまな疾病の源をおさえた建築に辿り着き、健康と
公正を意識する環境を示しました。歴史家 Jaimini Mehtaは西洋
とインドの歴史観の違いを述べ、インド建築の概念を説明し、文
化的アイデンティティの役割を述べました。最後に、Ar. Palinda 
Kannangaraは仏教的な視点から自然との調和を大切にした建築
を提案しました。
　私達が発表したパラレルセッ
ションでは、「人間と自然を結びつ
けるコスモロジーの構築」をテー
マに、四国での地域建築活動を紹
介しました。地元のスギ材を使っ
た森林の活性化や、風景と水・物
質循環を意識したバイオ・リー
ジョナルアプローチを示しました。バングラデシュは深刻な地球
環境と建築のあり方を問い、スリランカからはグローバル経済に
対する地域の持続可能性の葛藤が語られました。
　映画「Geo�rey Bawa - �e Genius of the Place」の上映と、Bawa
の建築作品を巡るツアーでは、彼のデザイン哲学を体感する貴重
な機会が提供されました。全体を通じて、地球環境危機下で、建
築がそれぞれの国・地域の文化、社会、環境にどのように拓くの
か、さまざまに思考を深める貴重な機会となりました。
 （にい てるかず／新居建築研究所）

ランカ建築家協会の尽力であったことは間違いない。今回の大会
では、新たに次期会長としてWu Jian氏が選出され、数十年ぶり
に中国から会長が生まれることになった。
　恒例のフレンドシップナイトには、JIAを代表して新居会員と
ヴァサンティ夫人の2名が参加され、日程変更で代表団数人が帰
国を強いられ、またコロナに佐藤会長と小生が倒れた中、我々の
想いまでも背負い熱演されたという報告を受け、ほっとして帰国
したのであった。
　ARCASIAはアジアを代表する国際的な建築家による連合体で
ある。JIAには、国際事業としてさらに重点的、そして積極的に
ARCASIAへの参加を期待したい。
 （くにひろ じょーじ／プランテック）

カンファレンスプログラムと
パラレルセッション

新居照和（JIA国際委員会ACGSA委員）

大会を振り返って
国広ジョージ（元ARCASIA会長）

理事会
竹馬大二（JIA国際委員長／ ACPP委員）

柳澤 要（JIA国際委員会ACAE委員）

カンファレンスセッションの様子

新居氏（左から2番目）もパラレル
セッションに参加


